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学生たちによる展示とその解題のこころみ（4）  2013 年 1 月 10 日（木）－1 月 16 日（水） 
  図書館 1 階の展示スペースで 『西洋の稀覯書を見るー写本と初期刊本』 と題して、鶴見大学図書館収蔵の 
  貴重書から調査研究した成果を展示した。本号は展示目録をもとに構成した。 
 
目次 
貴重書室収蔵の写本と初期刊本                      西洋書誌学担当 池田 早苗 p. 1 
グレゴリオの由来と受容 4 年 笠原 友貴 p. 4 
ネウマ譜の記譜と変化 4 年 神谷 洋輔 p. 5 
中世ヨーロッパで使用された羊皮紙 4 年 大沢 春花 p. 7 
インキュナブラの表紙と金具 4 年 渡邉 里美 p. 9 
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 貴重書展示 1 ~ 4 は、いずれもラテン語で書かれた写本です。比べて、展示 5 ~ 6 は、1500 年までに印刷
されたことを表す｢インキュナブラ｣（活版印刷術初期の印刷本のこと）であり、展示 7 ~ 8 は、18-19 世紀に印
刷され現存する刊本です。展示の刊本は、いずれも紙に印刷したものです。 
 
展示 1. グレゴリオ聖歌 写本 1 葉 ラテン語 羊皮紙 
 前半は、アンティフォン（交唱歌）2980 番、後半は、聖ヒエロニム










展示 2. グレゴリオ聖歌 ネウマ譜 写本 1 葉 ラテン語 羊皮紙 
 詩編 84 章 2 ~ 3 節。詩編全体は神への賛美を謳った書とされ、旧約聖書の中でも最も人々に親しまれ、
歌われた。中世の音楽写本は、ネウマ譜という記譜の形式を採った。 
 
展示 3. グレゴリオ聖歌 写本バイフォリアム（繋がった 2 ページ） 羊皮紙 参考資料 
 展示 1.とほぼ同サイズの羊皮紙をバイフォリアム bifolium の形で聖歌を書写している。 
 





展示 5. 教皇グレゴリウス 1 世 『説教集』 （ヴェニス、1493 年） 
[Homiliae super Euangeliis] (Venetijs, 1493) [鶴見  198.24/G  1023953] 
西暦 1500 年以前に印刷出版された書物を
インキュナブラと呼ぶが、本書もその一つ。










展示 6．『プリスキアヌスのラテン語文法』 （ヴェニス、1495 年） 









インした詩集』 （ロンドン: ドズリー、1753） 
Designs by Mr. Bentley for Six Poems by Mr. T[homas] Gray 








展示 8. 『詩編集』 オウェン・ジョーンズによるデザイン （ロンドン、1861 年） 参考資料 
The Psalms of David, illuminated by Owen Jones (London, 1861) 











                                                
2 気谷誠『西洋挿絵見聞録─製本・挿絵・蔵書票』（東京・アーツアンドクラフツ、2009), pp. 2-3. 
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グレゴリオの由来と受容 

































鈴木考壽 『スペイン・ロマネスクの道』 （東京･筑摩書房、1997）, pp. 42-50 
スチュアート、P. G.マックスウェル 『ローマ教皇歴代誌』 （東京･創元社、1999） 
セレスチヌ、ソール 「グレゴリオ聖歌の由来と影響」 CiNii、1957 
デイ、マルコム 『図説キリスト教聖人文化辞典』 （東京･原書房、2006）, pp. 72-73 
ヴィマー、オット－ 『図説聖人事典』 （東京･八坂書房、2011） 
ハーパー、J., 『中世キリスト教の典礼と音楽』 （東京･教文館、2010） 
原恵、横坂康彦 『新版 讃美歌	 その歴史と背景』 （東京・日本キリスト教団出版局、2004） 
                                                   
1 原恵、横坂康彦、p. 38 



































   
Ｃ音（ハ音）記号。右は現在使われているハ音記号で、Ｃの文字を図案化したもの。 
                                            
1 Cool/Lab「音楽の可視化と記譜」第二章 
2 Ｂ・モールバッハ	 『中世の音楽世界』	 井本晌二訳、p. 66 
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れており、下の 2 列にはト音記号が記されている。このネウマ譜は 1
枚全て同じ歌が記載されているのではなく、途中から違う歌が、新
たに始まっているということを示す。実際に、前半は交唱歌の 2980






















Ｂ・モールバッハ 『中世の音楽世界』 井本晌二訳 （東京・法政大学出版局、2012）, pp. 60-67 
国元静三 「音楽サロン『グレゴリオ聖歌について』」 <http://homepage2.nifty.com/pietro/index.html> 
 アクセス： 2012 年 12 月 28 日 
CooL/lab「音楽の可視化と記譜」 <http://www.coollab.jp/index.html> アクセス： 2013 年 1 月 7 日 


















































































カーター、ジョン 『西洋書誌学入門』 横山千晶訳 （東京･図書出版社、1994 年） 




                                                             4 年 渡邉 里美 
調査書名 
1. 写真左 『プリスキアヌスのラテン語文法』（ヴェニス、1495 年）  
[Opera: Priscianus; commented by Joannes de Aingre] (Venetiarum, 1495) 22cm 
2. 写真右 教皇グレゴリウス 1 世『説教集』（ヴェニス、1493 年） 













1. の本の場合  










   
     外巻きの突起 
         表表紙側                  裏表紙側 
 




































貴田庄 『西洋の書物工房─ロゼッタ・ストーンからモロッコ革の本まで』 （東京･芳賀書店、2000） 
──、 『西洋の書物工房』 （東京・芳賀書店、2000） 
髙宮利行、原田範行 『図説 本と人の歴史事典』 （東京・柏書房、1997） 
ピアソン、デイヴィッド 『本 その歴史と未来』 原田範行訳 （東京・ミュージアム図書、2011） 










di, et om- 
nem orna- 
tum s[a]eculi contempsi  
propter amorem Domi- 
ni mei Jesu Christi: p. 
Quem vidi, quem ama- 
vi, in quem credidi, ~ 
quem dilexi. Js. Quam 
dilecta tabernacula tua 
Domine virtutum: co[n] 
cupiscit, et deficit ani- 
ma mea in a 
tria Domini. 






I despised the kingdom of the world, and all the 
beauty of the world, for love of the Lord Jesus 
Christ: whom I saw, whom I loved, in whom I 
have believed, in whom I have delighted. 
How lovely are your tabernacles, O Lord of 
hosts!                  (Psalter 84.2) 
My soul longs and faints for the courts of the 







れていることでしょう           （詩編 84 章 2 節） 
 
主の庭を慕って、わたしの魂は絶え入りそうです 
                           （詩編 84 章 3 節） 
 
展示 2. 
GRege[m] tuum domine ne de- 
seras pastor bone qui dormire- 
nescis sed semper uigilas. 
ps Nu[n]e dimitt[is]. 
 or[i]o. Visita q[u]ms. 
 vt supra Feria. ij. p. 
 passioem din drishid. R. R. 
NOn me de-re ling[u]s. 
P Ne discedas a me 
domine. v  In adiutori- 
 
[英語訳] 
O Lord, do not desert Your flock, O good 
Shepherd; You who know not sleep and who is 
ever watchful. Now you are dismissing.  
                   (Antiphon 2980) 
Do not abandon me. Do not depart from me, O 









             （聖ヒエロニムス詩編 33 章 22-24 節） 
 
 
 
 
 
 
  
